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1）日本経済新聞　2006年5月26日　朝刊　11頁
2）日経マイクロデバイス　2006年7月号　32-33ページ
3）日経マイクロデバイス　2006年7月号　50-53ページちなみに赤色、緑色については、既に10万時間を超えている。
4）日経マイクロデバイス　2006年6月号　40ページ
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5）発光性励起子は電子のスピンの向きにより1重項励起状態と3重項励起状態の2つに分類され、その割合は1対3である。有機分子が1
重項励起状態から安定な基底状態に遷移するときに発光するのが蛍光であり、3重項励起状態から安定な基底状態に遷移するときに
発光するのがりん光である。

6）有機分子の内部量子効率は、有機分子の発光効率が100％としても、蛍光のみであると内部量子効率は25％になる。さらにりん光も
取り出すことができれば、残りの75％も活用されることになり、内部量子効率は理論的には100％になる。ちなみに、外部に取り出
せる光の外部量子効率は、内部量子効率に光の取り出し効率を掛けたものであるが、光の取り出し効率は基板や電極による損失の
ため20％程度である。
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7）欧州には欧州特許庁出願およびイギリス、フランス、ドイツ、オランダ、イタリア、スイス、フィンランド、デンマーク、スウェ
ーデンの各国の特許を対象とした。また、台湾特許は公開制度が始まってからの期間が短いため登録特許で解析した。

8）この理由により各グラフの最終年の件数が少なくなっているので注意。
9）この理由により各グラフの最終年の件数が少なくなっているので注意。
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10）週刊東洋経済　2006年4月15日号 98-101ページ
11）日経マイクロデバイス　2006年5月号　20-21ページ
12) 韓国Electronic Times紙の報道によると、当初の計画量産開始時期は2007年1月とのことだったが、Sumsun SDIのCEOの強い支持
により、これを３ヶ月程度前倒しにするとのことである。

13）日経マイクロデバイス　2006年6月号　39-40ページ
14）日本経済新聞　2006年5月3日　朝刊　9ページ
15）前註2を参照
16）日経マイクロデバイス　2006年8月号　106ページ
17）日経産業新聞　2006年2月8日　3ページ
18）前註10 を参照
19）LG電子（韓）とPhilips（蘭）との合弁企業
20）日経産業新聞　2006年2月16日 4ページ
21）ある日本のメーカーには世界を代表する海外携帯電話メーカーからアクティブ型パネルの量産化の打診があったとのことである。
（週刊東洋経済　2006年4月15日号 98 －101ページ）
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22）富士キメラ総研　2005液晶関連市場の現状と将来展望（上）273－288ページ
23）このように3月時点では報告書には書いたのだが、現状だと実際に積極的に市場に投入するのはSamsung SDIということになって
しまった。
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24）ただし、将来的にフレキシブルディスプレイが市場・消費者にどの程度受け入れられるかは全く不明である。苦労して開発しても、
全然売れなかったというケースは過去にいくらでもある。これで何ができるのか、という新しい提案こそが重要だろう。

25）日本経済新聞 2006年6月30日　朝刊　1ページ
26）日本経済新聞 2006年6月27日　朝刊 11ページ
27）白色LEDに関しては、あるベンチャー企業が、20ワットの蛍光灯型白色LED照明を販売したという。寿命が5万時間と蛍光灯の5倍
であるが、価格は1万円とかなり高額とのことである。（日経産業新聞　2006年6月8日　1ページ）

28）白色LED照明は点光源の集まりであり、人によってはその「ブツブツ」が安っぽいとか、屋外広告や電車の発着案内みたいで自宅
の照明にはイヤだと思う人もいるかもしれない。また、LED照明は個々の「点」の光が強いのに対して、有機EL照明は光が柔ら
かい（その代わり面全体が発光する）点も特徴と言えるだろう。
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profile
池谷 香次郎（いけや かじろう）

1995年4月　特許庁入庁（審査第二部土木）
2001年4月　商務情報政策局情報経済課
2003年4月　特許審査第一部アミューズメント
2005年7月より現職


